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ごあいさつ

H頃は当館の活動に対し、 並々ならぬご支援、 ご協

力を賜り、 感謝申し上げます。

東北学院大学は、 2009（平成21)年11月に開館しま

した。 当館は、 大学の研究を社会にむけてご紹介する

大切な窓口であるとともに、 文化の持つ魅力や歴史を

学ぶことの意義を、 広く社会にむけて発信していく大

学博物館です。 そのために、 次の三つの活動を重点的

に行っています。

第一に、 他物館学芸員資格課程を学ぶ大学生と、 学

芸研究員として当館に勤務する大学院生の教育です。

人文学を学んで社会に出ていく学生たちには、 地域文

化を生かしていくことや異文化理解の重要性を、 社会

人として深く理解してもらいたいと考えています。 ま

た、 当館の学芸研究員経験者からは、 博物館学芸員や

文化財担当者、 埋蔵文化財技師として毎年 1~2名を

輩出しています。 博物館の文化を担う人材育成は、 当

館の重要な課題です。

第二に、 大学博物館の存在意義を高めるために、 大

学t恵物館同士の連携を進めています。 今年度は、 京

都・大学ミュ ー ジアム連携や東北福祉大学との連携に

よって、 東北歴史博物館で大規模な企画展を開催しま

した。 学生たちは他大学の学生や、 他大学のt尊物館学

芸員資格課程担当教員らとの協働によって、 展示を作

り上げる機会を得ました。 公立拇物館とはまた 一 味

違った樽物館の魅力を発信していていきたいと考えて

います。

第三に、 東日本大震災からのミュ ー ジアムの復興に

対する継続的な支援を行っています。 大学博物館は、

復興のための補助金の受けllilとなりながら、 学生たち

の被災地での活動によって、 独自の復興支援が可能で

あると考えています。 文化財やコレクションの復旧作

業への協力はもちろんのこと、 復興過程で地域文化や

歴史の価値が見直されている被災地にあって、 大学博

物館にしかできないことを模索しながら、 活動を展開

しています。

こうした活動を通じて、 これからも学生たちととも

に一歩ずつ着実に成長していきたいと考えています。

ぜひ、 今後とも当館へのご指導、 ご協力を、 よろしく

お顧いいたします。

東北学院大学博物館

東北学院大学 博物館年報2016
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施設概要

東北学院大学博物館は、 50年の歴史を持つ文学部歴

史学科の調在研究の最前線を一 般に紹介するととも

に、 咄物館学芸員養成の舞台として2009年にオー プン

した。杜の都仙台のメインストリ ートのひとつ愛宕上

杉通りに面しており、 市民に親しまれる大学t専物館を

目指している。

展示の最大の特色は、 教員と学生が寝食をともにし

て行うフィ ー ルドワ ー クや、 実物資料を扱いながら歴

史を読み解く講読などで明らかになった内容を、 学生

たちの手で展示していることである。 解説パネルやパ

ンフレットはもちろん、 企画の構成や資料の展示にい

たるまで、 すべての主役は大学生である。 考古遺物か

ら、 民具、 中槻史の板碑、 近世の古文書、 民俗芸能や

祭の映像記録など、 展示されている資料はどれも学生

たちの驚きと発見の賜物である。

墨書人面土器とおしらさまは、 東北学院大学博物館

が所蔵している東北の名品である。 墨書人面土器は、

上器の外面に人の顔が描かれたもので、 古代の人々が

械れを祓う目的で水辺に流したものと考えられてい

る。 本資料は、 そのなかでも端整なつくりであり、 高

校の日本史の参考図書にも掲載されたことがある。 出

土地の市川橋遣跡は、 律令国家による東北支配の拠点

である国府多賀城跡の南面に広がる逍跡である。

民俗資料の名品であるおしらさまは、 家の神、 蚕の

神、農業の神、馬の神として信仰されてきた祭具だが、

当館が収蔵するおしらさまは、 民間宗教者でオガミサ

マと呼ばれる巫女が祭具として携帯したものとされて

いる。 本資料は、 岩手県ー 関市川崎町の大乗寺に保管

されていた二体一対のおしらさまで、慶長11年(1606)

の紀年銘の入った大変占いものである。

ホンモノに触れることでしかできない学びから、

学生たちは自らの研究テ ー マを見出していく。 こう

した東北地方の歴史研究の資料を展示するとともに、

東日本大震災の文化財レスキュ ー 活動にも積極的に

取り組み、 大学t専物館として学生の学びの場を提供

している。

2 I 東北学院大学 博物館年報2016

郵便番号：980-8511
住 所：宮城県仙台市青葉区上樋一丁Fl 3 - 1
電話番号：022- 264-6920 FAX : 022- 264- 6917 

休館日：日曜日、 祝日・休H、 大学の定める休業日
閉館時間：午前9時30分～午後5時

（入館は午後4時30分まで）
入館料： 一般200円（減免措置あり）

※学校法人栗北学院の役員 ・ 教職員 ・ 学生•生徒 ・ 園児· I 日役

具 ・

1 日教職員は無料。 大学同窓生は、 ホームカミング ・ デー

等の館長が定める行事日は無料。 未就学児、 小学校、 中学校、

高等学校、 中等教育学校もしくは高等専門学校の児童、 生徒

又は学生、 65歳以上の万、 障害者基本法に定める障害者と介

護者1名は無籾。
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展示 EXHIBITION 

2016年の活動概要
今年度の展示は、 文学部学生を対象としたt専物館学

芸員資格課程の「博物館実習I（学内実習）」、 歴史学

科 2年生を対象とした「民俗学実習I 」、大学院文学研

究科アジア文化史専攻の大学院生を対象とした「物質

文化資料論」と連携し、 展示室の四分の一 ほどの面積

を使った コーナー展をこまめに入れ替える形式で年間

を通じて5回開催した。

「博物館実習I （学内実習）」 では、 コーナー展「雪

国のたのしみ」、 コーナー展［重要文化財旧東北学院宜

教師館の魅力」 を開催した。 コーナー展「雪国のたの

しみ」 は、 本学職員から秋田の内陸部で使用されてい

た箱ぞりの資料をクリ ーニングして保存のための応急

処置の実習を行った一環で企画した冬のくらしの民具

の展示であった。 コーナー展「重要文化財旧東北学院

宜教師館の魅力」 は、 本学土樋キャンパス内に保存さ

れているデフォレスト館が 「1日東北学院窪教師館」と

して回の重要文化財に指定されたのを記念して企画し

たパネル展示であった。

「民俗学実習I」では、 コーナー 展「アイヌコタン

への旅」を企画した。北海道沙流郡平取町二風谷で鉦

年開催されているアイヌの儀礼「チプサンケ」 と沙流

川流域でのアイヌ文化振興について紹介する内容で

あった。

「物質文化資料論Jでは、 コーナー展「絵はがきは、語

る。」を企画した。これは大学院生の物質資料の扱いの

訓練の一環で、 当館所蔵の絵はがき資料の整理作業を

行い、 その過程で明らかとなった内容で企圃したもの

であった。

また、 歴史学科考古学分野の辻秀人ゼミナー ルの発

掘調壺の速報展示として、「灰塚山古墳6次発掘調壺速

報」を企画し、 常設展示を入れ替えた。

「博物館実習III （実務実習）」 の一環では、 館園実習

ミニ企画展「蘇る霊場一極楽浄土への人口、 雄島一 」、

館園実習ミニ企画展「でこぼこ まっすぐ ぐー るぐ

る 一西の浜貝塚のt器 」 を企画し、 それぞれ博物

館実習生が企画して実施した。

東H本大震災で被災した博物館の コレクションを復

旧する文化財レスキュー 活動の一環で行ってきた文化

財レスキュー企画展は、 今年度は石巻市復興まちづく

り情報交流館牡鹿館（石巻市鮎川）を会場に、 第11 回

文化財レスキュー企画展 「くじら探険記ーアメリカ自

然史博物館所蔵・明治の鮎川の写真ー 」、 8月28日に開

催される 「牡鹿鯨まつり2016」 の関連企画として、 第

12回文化財レスキュ ー企画展「鯨まつりのにぎわいJ

を開催した。

博物館の実習室で展示の企画をする

東北学院大学 博物館年報2016 I 3 
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コ ー ナ ー展 「雪国のたのしみ」
平成28年 4 月～ 7 月
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女はこぞりとは・・・・？

今年度のはじめ 、 秋田県内陸部出身の本学職員からはこぞりの資料が寄贈され

ました。本展示は、 博物館実習履修の学生による「雪の暮らし」のコーナー展です 。

ところで 、 そのはこぞりは主に雪国で使われ 、 底には銅を当てて箱自体にも細工

がされているなど、 手の込んでいるモノです。 それは、 商売のために荷物を遅んだり 、

乳母車の代わりになったり 、 子どもが遊んだりと多くの使い方がありました 。

例として 、はこぞりに乗って毛布をかぷった人を他の人が押して 、 そりに乗った人が

どこで止まるかを当てる遊びがありました 。 当たるとそのまま乗っていてもよく、 外れ

ると交代するというルールでした 。

現在では、はこぞりはあまり見られなくなっていますが秋田県などで 、 冬の野外活

動で体験できます 。

·防雪〇知憲
•'.!CTろし：当時は木製の雪スキと呼ばれ る雪かきを使っ
ていましたが、 現在ではプラスチックの音かきを便う こと
が多く な りま した，数メートルに及ぷこと もあ る屋根の留
を下していき ます。終わるころに は汗だくですぶ

•'.!I属：雷から家や木々を守るために設置する囲いのこ
と です0板や竹、 カヤのすだれ、 ワラなどが使用されます。

雪囲いによ っ てできたスヘースでえっと う野莱を訂てた
ケー スもあ りま し たし

・ユキメ暉：積もった笞に日光が反射して、 自に障害が起
こるのがユキパす， 当脚まひさしの深い帽子や小型のすだれ
の様なもので目をおおい、 日光をさえぎっていました。 現在芍i
サングラスなどが1を用されていますー1キメになるとかな切痛
みが起こることもあるので、 注意が必要です。

噴磁寒：現在の防寝着といえばコートであったり 、 マフ
フー

、 紐、 耳あてといったものがあります。 寒さの厳しい東北で
昔人はワラやミノを着ていたり、 毛布を羽織ってい訊た，外労
働をする人などは長さJ.5mほどの市を使って顔を覆うことを必要
としていましたt

●雪国の食文化

・昔は雪国では長い冬を希り切るため、 土中や雪穴に囲う、乾揖させ
る、 塩蔵するなどといったさまざまな方法で食べ物が保存され、 冬の

問食＾られていました，
秋田県の伝説食であ る凍み大根や干し餅力その代表例ですり
現在では物涼が発達し、 雪国だか汲かって冬に食べ物に困ること

はなくなりました。 そのため、 受け継がれてきた笞国の伝統食を作る
機会は少なくなってきていますぐ

・営肴の功：苦労して勉強した成果
語源一菱の夜は蛍の光で、 冬の夜は積雪の明かm液力強した
中国の2人の少年の話からとられました”

咽やこんこん：雪よもっと降れ降れ
語滋ー「こんこん」は「来ん来んjからきています、

・写は犬のおば：訊まに会った人問の子どもの様に、 犬が雪に
喜んでい ることからきています。

・どさ弁どか号：水分を多く含んだ大きい雪 。 地方によって呼
ぴ方が変わります。

たま缶 正

下歎スケート

4 東北学院大学 博物館年報2016



コ ー ナ ー展「アイヌコタンヘの旅」
平成28年9月～12月

鴫
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コ ー ナ ー展「絵はがきは、 語る。」

輯織繹畢博肩館士←駅ン応叫

政治のツールとしての絵はがき
日露戦争〈1904～⑮の孤旋記念絵はがきが契機となった日本の絵はがきプーム。 一般の

人びとにピジュア）ばな忙報を手軽に伝えられる絵はがきは、 国家理念や政策、 時には自らの
正当性をアピー）しする政治や社会のプロパガンダとなりました。 切手や日付印、 廓便物の
）しートからも、 当時の関連地域の歴史の動きをより身近9こ憩スることがてきます。

6 I 東北学院大学 博物館年報2016

明治時代後半、 悟報獲得の手段としで艮も主
流であった新闘は戦争などの斑厖写夏は同
とんど使賑れませんでした。 国志緬降と
して栢報を入手するためには淫IU品・寧認
どの時間のかかる方法を頴らざるをえません
でした。

その中で、 絵はがきは醐釘百報と速度を兼ね
釧えに茄盃伝達の手段として当時の人灯に受
け入れられました。

平成28年12月～平成29年 1 月

担当学芸研究員鈴木呑菜•相＂唸瓦襄柄侑

一
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館園実習ミニ企画展「でこぼこまっすぐぐー るぐる 一西の浜貝塚の土器一」
平成29年 1 月～ 3 月
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プロフィール

なまえ：西ノ浜土器之助
（にしのはまどきのすけ）

出身：宮域県松島町

生まれ：縄文時代後期（約400“［前）

好きなたぺもの：カキ（の穀）

兄弟：4人兄弟の2詈目 ミニ企画展キヤラクター

どきのすけ

東北学院大学では、 2009年（平成21)に博物館を設置し、 全
国初めての学芸研究員制度を設けるとともに、 学生の館園実
習・学内実習の場として活用しております。

今年度の館園実習6グルー プは、 実習の成果として松島町西
の浜貝塚の縄文1：器の文様をテーマとしたミニ企両展「でこぼ
こ•まっすぐ・ぐーるぐる一酉の浜貝塚の土器」を開催いたします。

西の浜貝塚は、 松島湾における縄文時代の代表的な貝塚で
あることから 、 1974年（昭和49)に同指定史跡となっています。

1967年（昭和12)に東北学院大学史学科加藤助教授と考古学研
究部員が発掘調在を行っており、 今阿はその成果の一部を紹
介いたします。 実習生にとって初めての取り組みであり、 未
熟な点も多いかと思われますが、

一生懸命に取り組んだ実習
の成果をご黄いただき 、 アドバイスいただければ幸いです。

平成29年2月13日
東北学院大学博物館
館園実習担当：田中則和

西の浜貝塚ってなぁに？

写真：松島町教育委員会

東北学院大学 博物館年報2016 I 7 
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貝塚の範囲

土器の表面に施された縄目の文様から
名付けられた土器のこと 。

北は北海道から南は沖縄まで分布してい
るよ！
煮炊きや食べ物を保存するのに使われて
いたんだって！

深鉢
時期後期初頭

器高：29.5cm 口径36.0cm

精霊が手をつないでいる
みたいな文様だね

深鉢

a の連続が波みたいだね
小さな文様が細かいね！

コの字の中にも縄文があるよ

8 1 東北学院大学 博物館年報2016
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シンプルなデザインだけど
ふち部分に工夫がされているね

よく観察してみると他のとは
違う渦巻き模様があるよ！

10 

時期後期前葉

深鉢 復元器高22忠m 口径:26ぶ畑

他にも変わった文様はない
かな～？

推定6つのゆるい山形突起を持つ土器。主モチーフは6つ
ある突起のうち3つの下にS字状の文様がともなう。

流れる川のような文様が
ゆったりとして穏やかな感

じがするね！

東北学院大学 博物館年報2016 I 9 
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展示平面國驀立面図 パース（完成予想園）

15 
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体験コーナー

縄文土器と文様

東北学院大学 博物館年報2016 I 11 



Re_eort 2016 

文化財レスキュー企画展「くじら探検記：アメリカ自然史博物館所蔵・明治の鮎l11の写真」
平成28年 8 月

第11回文化財レスキュ

じーアメリカ自然史博物館所蔵•明治の鮎川の写真一

●翫i1 日（祝）～14日（日）
―"司・�午後1 時30分～午後5時
`'1環，噂午前9時～午後5時
-119作■鼻午前9時～午後1時

一石巻市復興まちづくり情報交流館・牡鹿館
（復興商店街「おしかのれん街」前）
芦-2523這巾詰lII浜湊川65番地TEL0225-98-9950

1 主催：東北学院大学博物館仙台市青葉区土樋一丁目3•1 TEL022•264•6920 II 
12 I 東北学院大学 博物館年報2016
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••一

文化財レスキュ ー企画展「鯨まつりのにぎわい」

平成28年

8月15日（月）～9月5日（月）
午前9時～午後5時

一石巻市復興まちづくり情報交流籠牡鹿館
（復興商店街「おしかのれん街」前）
〒986-2523石巻市鮎川浜湊川65番地 TEL.0225-98-9!巧0

平成28年8月～9月

．．＾．．．展示内容・喩．＾．，

東北学院大学では、 東日本大震災で被災し
た牡鹿半島の文化財等の保全作業に取リ組
み、 現在は1日牡鹿公民館の町史絹篇資料等
の整理に従事しています。

今回は、 長年にわたって鮎川のすがたを撮
影してきた大工さんの鹿井酒介さん（石巻市
鮎川在住）のネガから 、 60年前のクジラ祭り
の写真をお借りして展示していま主男たち
も女たちも、大人も子どもも、ひとつの行事
に向かって協力し、精一杯たのしむことができ
た昭和中期の息吹を、写真にうつったひとつ
ひとつの笑顔が伝えてくれているようです。

かつてのくらしのイメージを思い起こして
もらいながら、復興していく地城がもともと
持っていた文化に誇りを取リ戻してもらうきっ
かけにしていただければと思います。

東北学院大字又字祁歴史学科
籾受加藤 幸治

1 , 卜 4 令 ”) '’--9I
東北学院大学 博物館年報2016 I 13 
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連携 COLLABORATION 

2016年の活動概要
今年度の他館との連携として、 東北歴史博物館の企

画した特別展「工芸継承：現在から捉え肛す国立工芸

＾,·: 
⇔＾

へ？

文tIl:-｀｀ 心｀⇔｀ 
＜ ◇へ

2017年1/14[±J-2/26[m
一午前9時30分～午後5時（発券ば噸4時⑳分まで）
田口国毎週月曜日

ロロロ

東北歴史博物館
TOHOKUHISTORYMU函M
し心紅滋燦臼滋匹稔如;よ証紐冷脳硲， 砂猿でむ玲9

高校生以下無料

<’
’ 

指導所」のワ ー クショップに、．t専物館学芸員課程履修

の3年生4名が参加した。

特別展チラシ

＾ 

束北歴史博物館での資料熟覧調査

東北学院大学 博物館年報2016
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..... 

ワ ークショップのようす

特別展展示会場のようす ハンズオンコ ーナー

ワ ークショップのチラシ

東北学院大学 博物館年報2016 I 15 
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講座 WORKSHOP 

「ミュ ー ジアムキッズ！ 全国フェア」
こども玄ひかりプロジェクト（事務局：兵庫県立人

と日然のt専物館）は、「東北 発、全国の 子どもたちへ」を

テ ー マに子どもたちにミュ ー ジアム の楽しみを知って

もらうためのイベント
“

ミュ ー ジアム キッズ！ ＂ で、

東H本大震災を契機に東北で始まった。 今年度の全国

フェア(6月25-26日）は、産業見本市会館「サンフェ

スタ」（仙台市若林区卸町）を会場に、北海道か ら沖縄

県まで総勢50館以上の博物館・美術館、 水族館・動物

園・植物園、 自然史博物館等の博物館が結集、 二日間

で6300人 の十どもたちが参加した。

このイベントに、 東北 学院大学博物館はSMMA

16 I 東北学院大学 博物館年報2016

（仙台•宮城ミュ ー ジアムアライアンス）メンバー館と

して 6月26日（日）に出展し、博物館学芸員課程を履

修する文学部の3·4年生8名が「ASOBIの逹人」

を企両し、約200名の小学生が参加した。 内容は、紙相

撲を発展させたゲー ムで、 子どもたちはまず
“

宇宙大

戦争
”

と
‘

干支大戦争
”

を選び、 紙工作で自由な工作

をしてキャラクタ ーを制作 、 8人でトントン相撲をし

て競うというもので、 形や重さ、 飾りなどどのような

ものを付ければ強くなれるかを追究してもらうという

ものであった。 子どもたちの 自由奔放な発想に圧倒さ

れなが ら、 楽しい学びの時間を持つことができた。

...... 



「ミュ ー ジアム ・ ユニバース2016」
平成28年12月17~18日、 仙台圏のt専物館連携である

SMMA（仙台•宮城ミュ ー ジアム アライアンス）主催

による、「ミュ ー ジアム ・ ユニバ ー ス2016」が開催され

た。 SMMA参加館である東北学院大学博物館ブ ー ス

を文学部の学生15名が担当し、 子どもたちのための体

験ブ ー ス「ASOBIの達人リタ ー ンズ」を出展した。

この企画は、 いわゆる昔のあそびをアレンジして、

モノづくり体験と観技の要素を加えたものであった。

昔のあそび は単に体験するだけでな く 、 自分なりのこ

だわりや、「どうしたら勝てるかを考える過程が重要

な のではな いか」という学生の議論か ら生まれた企画

であった。 今回は、 トントン相撲をアレンジした「最

高の相棒を作ろう」 と、 手作り弓矢の当てものである

「射的マスタ ー 」を準備し、 150名ほどの小学生に体験

してもらった。

また、 トークとイベントの広場で開催されたトーク

セッション「ミュ ー ジアムを舞台に話躍する学生た

ち」では、 東北大学の博物館サ ークル「みちのく1専物

楽団」と、 こども責ひかりプロジェクトの学生団体「こ

ども責ひかりユー ス」 とともに、 本学学生も大学薄物

館での活動や、被災地での文化財レスキュ ー 活動の紹

介をした。

東北学院大学 博物館年報2016 I 17 
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印刷物 PUBLICATION 

収蔵資料図録『コレミテ VOL.2』の作成
昨年度より、 収蔵資料図録の作成を始めているが、 歴史資料：伊達吉村領知朱印状2 点・明堂図

今年度は第2号となる収蔵資料図録『コレミテ 美術資料：鷺図．鍾龍様・唐美人之図・千紫萬紅

VOL. 2』を作成した。 この収蔵品図録は、 単なるH録 典 籍：貝原養生訓・仙府年中往来・伊逹秘録写本・

や図録ではなく、 資料紹介や見どころなどを一 点につ 模様美術便覧

き見開きニペ ー ジで解説するもので、 鉦年12点ずつ紹 民俗資料：福應寺昆沙門堂奉納養蚤儒仰絵馬

介する冊＋をシリ ー ズ化している。 タイトルの『コレ

ミテ』は、 考古学、 歴史学、 民俗学、 展示のそれぞれ

頭の一字をとった。『コレミテ VOL. 2』には、以下の

資料を掲載した。

加藤 幸冶

18 I 束北学院大学 博物館年報2016

福應寺毘沙門堂奉納養蚕信仰絵馬
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一

博物館規定

0東北学院大学博物館規程

平成2liF4月1日制定第 5 号

改 正

平成28年2月24日改正第37号

東北学院大汗t専物館規程

（趣 旨）

第 1条 この規程は、 束北学院大学学則第 6 6 条の規定に基づき 、

（目 的）

東北学院大学博物館（以下「博物館」という。）の某本

的事項について定めるc

第2条 博物館は、 東北学院大学（以下『本学」 という。）の教

（事 業）

育及び研究成呆に関わる学術的価値を有する資料を収

集舷理、 保管 、 公閲及び普及し、 本学の活動を広く社会

に発信することを目的とする。

第3条 博物館は、 前条の目的を逹成 するため に次に1葛げる事

業を行う。

(1) 本学の教育・研究に関する博物館資料（以下「資料J

という。）の収集整理及び保管

( 2) 前号の資料に関する調査研究

(3) 本学学牛、 教職員等の東北学院関係 者及び一般市民等

を対象とする賓料に関する必要な解説 、 助言、 資料筈

の提供等

(4) 講演会、 講轡会、 研究会等の主催及びその開偲の援助

(5) 案内骨 、 解況書、 目録、 年報、 調査報告書等の作成 及

び頒布

( 6 )  他の徳物館等との刊行物及び情報の交換並びに博物館

資料の相互貸借の実施

( 7) 本学学生に対する博物館実習の実施

( 8 )  その他別に定める手続を経て、 必要と認め られる事業

2 前項第 7号に関する業務は、 学務部長との協議に甚づき 、

学務部教務課資格係 との協力のもとに行う。

（博物館運営委員会）

第4条 博物館に博物館の運営に関する事項を審議するため 、

東北学院大学博物館運営委貝会（以下 「運営委員会」

という。）を置く。

2 運営委貝会に関する事項は、 別途東北学院大学博物館運営

委員会規程に定める。

（職 員）

第5条 t専物館に次に掲げる職員を附く。

(1) 館長

( 2) 学去員

(3) 事務職員

( 4) 学芸研究員

（館 長）

第6条 館長は、 博物館の業務を統括し、 博物館を代表する。

2 館長は、 本学の専任教授のうちから学長が任命する。

3 館長の任期は2年とし、 再任を妨げ ない。

（学芸員）

第7条 学芸貝は、 専門的職員として、 資料の収集、 繁理、 保

管、 閲覧、 展示及び調査研究その他これ らに関する専

門的榮務を行う。

2 泊瑣の学芸員には、 ー専門的職員のほかに、 学芸員資格を有

する本学専任教貝を加えることができる。

3 f]JJ項に規定する学芸員は、 館長の應見を聰取した上で学長

が委嘱するものとする。

4 学芸員の1—-「期は2年とし、 内任を妨げ ない。

（事務職員）

第8条 事務職員は、 館長の指示に従って博物館運営に係る事

項及び庶務的串項を処理する。

（学芸研究員）

第9条 学芸研究員は非常勤職員とし、 原則として東北学院大

学研究スタッフに閃する規程（平成20年4月1日制定

第5り）の適用が可能な者を雇用するものとする。

2 前項の規定にかかわらず、 運営委員会が本学における博物

館学芸員養成 に資すると判断する場合は、 本学大学院博士

課程加期課程の在籍者及び修了者を学芸研究貝として雇用

することができる。

3 学芸研究員の採用に当たっては、 運営委貝会の承認を得て

館長が必要な手続を行う。

4 学芸研究員の職務内容は、 運噛委員会の承認を得て館長が

別に定める。

（博物館の管理運営）

第10条 1専物館の利用及び管理迅営については、 別途東北学院

大学博物餡管理連営規程を定める。

（事 務）

第11条 博物館の連営に関する事務は、 博物館事務宇において

処理する。

（改 廃）

第12条 この規程の改廃は、 連営委員会及び教授会の議を経て

学長が行い、 理事会の承認を得るものとする。

附 則

この規程は、 平成21 (20 09)年4月1日から施行する。

附 則（平成28年2月24日改正第37号）

この規程は、 平成28 (2016)年2月24日から施行する。

0東北学院大学博物館管理運営規程

平成21年4月1日制定第7号

改 正

平成28年2月24日改正第38 号

東北学院大学I痔物館管理連酋規程

（趣 旨）

第 1条 この規程は、 東北学院大学t専物館規程第10条の規定に

（休館日）

基づぎ、 東北学院大学博物館（以ド「博物館」という。）

の利用及び管理連常に関し必要な事項を定める。

第2条 博物館の休館日は、 日曜、祝日、年木年始及び大学の休

業日とする。

2 前項の規定にかかわらず、 博物館館長（以下「館長」という。）

か博物館の運営上必要と認めるとき は、 臨時に1本館又は開

館することがで苔る。 ただし、 館長は、 その都度あらかじ

め日時を公示しなけ ればならない。

3 餡長は、 前項に基づいて臨時休館又は臨時間館した場合、

東北学院大学 博物館年報2016 I 19 
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事後に東北学院大学I専物館連宮委員会（以下「連営委員会」

という。）に報告し、 了承を得なければならない。

（開館時間）

第3条 博物館の間館時間は、 午前 9 時30分から午後5時まで

とする。 ただし、 午後 4時30分以降は、 入館できない

ものとする。

2 前項の規定にかかわらず 、 鮪長かt専物館の運営上必要と認

める場合は、 臨時にOO館時間及び閉館時間を変更すること

ができる。 ただし、 変更の事実及び理山を運営委員会に報

告しなければならない。

（入館料）

第4条 人館料については、 別に定める。

（入館の制限）

第5条 館長は、 次の各号のいずれかに該当する場合には 、 人

館を禁じ、 又は退館を命じることができる。

(1) 他人に迷惑をかけ、 展示品 、 保管物又は施設設価を担

傷するおそれがあることが明らかであると認められる

とき。

(2) 公の秩序を乱し、 又は善良な風俗を害するおそれがあ

ることが明らかであると認められるとぎ。

(3) その他管理卜芯しく支障があることが明らかであると

認められるとき。

（資料の閲覧等）

第6条 館長が必要と認めるとぎは、 利用者の依頼により、 そ

の調査研究の川に供するために 、 博物館が所蔵する賓

料（以下「資料」という。）の閲覧又は複写を計H」する

ことができる。

2 資料の閲覧又は複写を希詔する者は、 所定の書ェ＼により、あら

かしめ資料の閲覧又は複写の申請をしなければならない。

（資料閲覧の制限）

第7条 次の各号のいすれかに該当する資村は 、 閲覧又は複写

を制限することがある。

(1) 保存に影響を及ぽすおそれがあると認められるもの

(2) 現に展示中のもの

(3) その他館長が閲覧又は複写することが不適旦と認める

もの

2 館長は、 前項の規定に某づく制限を行った場合、 当該閲覧

又は複写を制限した資料について 、 運営委員会に報告しな

ければならない。

（資料の館外貸出）

第8条 次の各号のいずれかに該当する場合は 、 資料の館外貸

出しを行うことができる。

(1) 1専物館その他これに相当する施設か行う展示の川に供

するとき。

(2) 学校か授菜の用に｛共する場合で 、 館長が適当と認める

とき。

(3) その他館長が適当と認めるとき0

2 賓料の館外貸出しを希望する者は、 館区のn
午

u」を得なけれ
ばならない。

3 賓料の館外貸出し許日」を得ようとする者は、 資料借用占を
館長に提出しなければならない。

4 賽料の館外貸出し許可を得た者は、 館長の指示に従い 、 当
該査料を適切に管理しなければならない。
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5 資料の館外貸出しの許可を得た者は、 当該資料を他に転貸

してはならない。

6 資料の貸出期 間は、 館長がその都度定める。

7 館長は、 第1項の規定に基づく館外貸出しを行った場合、
nJ

能な阪り速やかに運営委員会に報告しなければならない。

（損害の賠償）

第9条 故意又は過失により、 施設設備 、 展示賓料又は貸出資

料を損傷し、 又は減失させた者は、 館長の指示を受け

てこれを原形に復さなければならない。

2 前項の場合において、 原形に復すことが不可能なときには、

現物をもって、 又は同等物を購入するのに必要な相当の代

価をもって損害を賠償しなければならない。

3 前 2項の規定にかかわらず 、 特にやむを得ない事情がある

と運営委員会が認め、 関係部局の了承を得た場合には、 こ

の限りではない。

（資料の寄贈及び寄託）

第10条 博物館は、 運営委員会の承認を得て、 賓料の寄贈及び

寄託を受けることができる。

2 寄贈を受けた資料は、 寄贈者の氏名及び寄賠年月日を表記

し、 永くその篤志を伝えることとする。

3 博物賄への寄贈及び寄託に関し必要な事項は 、 別に定める。

（改 廃）

第11条 この規程の改廃は、 運常委員会の議を経て学長か行い、

理事会の承認を得るものとする。

附 貝lj

この規程は、 2009（平成21)年4月 1 日から施行する。

附 則（平成28年2月24日改正第38号）

この規秤は、 平成28 (2016)年2月24日から施行する。

〇束北学院大学博物館運営委員会規程

平成21年4月 1 日制定第6号

改 正

平成29 年3月22日改正第70号

東北学院大学博物餡連営委員会規程

（設 置）

第 1条 東北学院大学博物館規程第4条の規定に基づき 、 束北

学院大学博物館（以ド「博物館」という。）の連営に関

する事項を審議する機関として、 東北学院大学博物館

連営委員会（以下「委員会」という。）を屑く。

（組 織）

第2条 委員会は、 次に掲げる者をもって組織する。

(1) 博物館長

(2) 文学部長

(3) 学務部長

(4) 図書館長

(5) 総務部長

(6 ) 歴史学祉長

( 7) 経済学部、 経営予罪又は法学部から選出の委員 1名

(8) 教餐学部及び上学部から選出の委員 2名

2 委員長は、 博物館長をもって充てる。

3 第1項第1号ないし第6 号に掲げる委貝の任期は、 当該役

職の在任期 間とする。
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4 給1項第 7号及び第8号に掲げる委員のイ「財は 、 2 年と

する。

5 委員会には、 博物館専門的職 員（学公員） 及び事務職 員が

陪席する。

（委員会の審議事項）

第3条 委員会は、 次に掲げる串項を審議する。

(1 ) t専物館に関係する規程等

( 2 ) 博物館の予算及び決算

( 3 )  樽物館が行う市業 の計間1

(4) 博物館が行う事粟の執行に関する事項

( 5) 博物館の所蔵品に関する事項

(6) 休館H及び間館時間に関する事項

( 7 ) その他槽物館の運営に関する事項

（委員以外の者の出席）

第4条 委員会が必要と認める場合は 、 第2 条に掲げる者以外

の者の出席を求め、 意見を聴くことができる。

（招 集）

第5条 委員会は委員長が招集し、 議長となる。 ただし、 委貝

長に事故があるときは、 あらかじめ委員長が指名する

委員が委員長の職務を代行する。

（定足数及び議決）

第6条 委員会は、 委員の過半数の出席をもって成立する。

2 委貝会の議事 は出席委員の過半数で決し、 可否伺数のとぎ

は委員長の決するところによる。

（事 務）

第7条 委員会に関する事務は、"|専物館事務室において処即す

る。

（改 廃）

第8条 この規程の改廃は、 委員会及び教授会の議を経て学長

が行い、 理事会の承認を得るものとする。

附 則

この規程は、 2009 （平成21)年4月1日から施行する。

附 則（平成29年 3 月2 2日改正第70号）

この規程は、 平成29 (201 7)年4月1日から施行する。

0東北学院大学研究スタッフに関する規程

平成20年4月1日制定第5り

東北学院大学研究スタッフに関する規程

（目 的）

第1条 この規程は、 東北学院大学（以下、「本学」という。）

が行う研究プロジェクト等に 、 優秀な本汗大学院t専士

課程後期課秤修了者、t専十課程後期課秤在学者等を研

究スタッフとして参加させ、 本学における学術研究活

動に対する支援体制を一層充実させるとともに、 礼手

研究者の研究遂行能力の育成を図ることを目的として

いる。

2 この規程は、 科学研究費補助金による研究、 学外語機関と

の共同研究及び外部から委託された受託研究並びにその他

本学が認めた研究プロジェクト等に適用する。

3 本条第1項及び第2 項にいう研究プロジェクト等には 、 本

学全体が行うもののはか、 研究科、学部、 研究所等の教育研

究部局、 及び専任教員が単独で又は共同で行うものをも含

むものとする。

（研究スタッフの種類）

第2条 研究スタッフは 、 ポスト ・ ドクター （以下 、 「PD」と

いう。） 、 リサ ー チ ・ アシスタント（以I‘ 、「RA」とい

う。）、 及び研究技術員とするJ

2 PDとなることができる者は 、 博士課程後期課程を修了し

て博士の学位を収得した者 、 または1専士の学位を取得した

者に相当する能力を有する者であって、 採用時に35歳未満

のものとする。

3 RAとなることができる者は、 本学大学院博士課程後期諜

程に在藉する者であって、 採用時に35歳未満のものとする。

4 研究技術員となることがでぎる者は、 本学の研究プロジェク

ト等の研究支援のため、 大型機械、 特殊機器等の操作等にか

かわる特殊技術又は熟練した技術を必要とする業務に従事す

る者であって、 採用時において35歳以上のものとする(」

（研究スタッフの職務）

第3条 PDは 、 本学が認めた研究プロジェクト等を遂行する

築務に従事する0

2 RAは、 研究プロジェクト等を行う部局の長の指ホに従っ

て 、 研究プロジェクト筈の遂行に必要な補助業務を行う。

3 研究技術員は、 研究プロジェクト等を行う部局の長の指示

に従って、 研究プロジェクト等の遂行に必要な補助業務を

1 `J•つ。

（採用手続き）

第4条 研究スタソフの採用を希望する部局の長は 、 研究プロ

ジェクト等の内容、 採用甘的等の必要事項を記載した

書類等を涼付して、 学長に申請する。

2 学長は、 大学院委員会の議を絆て、 R八の採用の可否を決

定する。

3 学長は 、 部長会での意見交換及び大学院委員会の議を経て、

PD及び研究技術員の採用の可否を決定し、 理事 会の承認

を得る。

4 RAを採用する場合、 学長への中請に先立って、 当該大学

院学生の所属する研究科の研究科委員会の承認を得ていな

ければならない。

5 本学専任教貝が研究スタJフの採用を希望する場合、 当該

教員は、 研究プロジェクト等の内容、 採用目的等の必要事

瑣を記載した占類等を添付し、所属する部局の長を通して、

学長に採用の申請を行う。

6 本学全休が行う研究プロシェクトの遂行に必要な補助業務

を行う研究スタッフの採用の場合、本条第1項に定める「部

局の長」は 、 大学院委貝会副委員長とする。

7 研究スタノフの採用に必要な事務手続ぎ及び提出晋類笠に

ついては、 測に定める。

（雇用期間·勤務時間等）

第5条 研究スタソフは、 本学との間に 、 非常勤 職貝としての

雇用契約を締結しなければならない。

2 研究スタJフの雇用期間は1年以内とし、 5年を限度とし

て更新することができる。

3 I]り項の規定にかかわらす 、 科学研究費等の補助金を得て1―]

う研究プロジェクトの実施のために雇用される研究スタノ

フの場合 、 当該研究プロジェクトの銚続期閲を限度とする。

4 RAの勤務時間は、 大学院学牛としての研究に文間がない
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よう、 週20時間程度を限度とする。

（給与等）
第6条 研究スタソフが本学の資金による研究プロジェクト等

の研究袖助業務に従事する場合、 その給与等は本学か

ら支弁されるものとする。

2 研究スタッフが料学研究費等の袖助金による研究プロシェ

クト等の研究補助業務に従事する場合 、 その給与筈は、 当

該研究プロジェクトに対して交付される補助金をもって支

弁されなければならない。

3 研究スタソフに対して支払われる給与等の費目 、 金額 、 支

払い方法 、 社会保倹等についての詳細は、 別に定める。

（施設・設備の利用）

第7条 PD及び研究技術員は、 必変に応じて、 非常勤溝帥と

同様に本学の施設 ・ 設備を利用することができる。

（知的財産権）

第8条 研究スタソフが参加して行った研究により牛じた知的

財産権については、 別に定める知的財匝権の取り扱い

に関する諸規程に従わなければならない。

（並存する規程の許容）

第9条 本学の各部局が科学研究費補助金等の外部から得た補

助金によって行う大規模な共同研究プロジェクト等の

研究補助業務に従事する研究スタッフの採用 手続き、

処遇等については、 大学院委員会及び理市会の承認を

得て、 当血の間、 それぞれの研究プロジェクトごとに

定めることがでぎる。

2 本学大学院各研究科が本学の資金によって行う研究プロ

ジェクトを遂行するための補助業務に従事するPDについ

ては、 当面の間 、 東北学院大党リサ ー チ ・ アシスタントに

関する規程の中の「リサ ー チ ・ アシスタント」を、 この規

程が定めるPDに読み替えたうえで、 同規程を準用するこ

とができる。 ただし、 同規程第 3条②及び④が定める事項

については、 この規程の定めるところによるものとする。

（身分の喪失）

第10条 研究スタソフが以下の各りに該当する場合、 学長は、

当該部局長との協議を経て、 雇用契約を解除すること

がでぎる。

( 1 ) 勤務状態が不良であって、 研究プロジェクトを実施す

る部局の長が改善勧告を行った後も、 改善の見込みが
低いと判断されたとき

( 2) 研究プロジェクトを実施する部局の長の指導及び指示
に従わなかったとき

(3 ) 疾病等のために業務に適さないと認められたとき

(4 ) 研究スタソフが退職を申し出たとき
2 前 項に基づいてPD又は研究技術員との扉用契約を解除し

たとぎ、 学長は、 速やかに理事長に報告し、 承認を得なけれ
ばならない。

（証明書の発行）
第11条 研究スタッフには 、 身分証及び採用又は受入履歴に関

する証明書を発行することができる，9

2 飢項に定める証明青に記載する呼称は、 この規程の第 2条
に掲ける当該研究スタッフの名称に「東北学院大学」を付
したものとする。 ただし、 必要に応じて、 当該研究プロ
ジェクト等、 研究プロジェクト等を実施する部局の名称を
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括弧書きで付することができる。

（細則等）

第12条 研究スタソフの職務、 採用等、 化lj度の連用に必要な事

（改 廃）

項のうち 、 この規程に定めのないものについては、 細

則等を別に定めるものとする。

第13条 この規程の改廃は、 大学院委員会が行い、 理巾会の承

認を得るものとする。

附 則

この規程は、 平成20 (2008)年4月1 Hから施行する。

0束北学院大学博物館入館料に関する内規

平成21年11月1日制定第 24号

改 正

平成28 年3月9日改止第44号

東北学院大学博物館入館料に関する内規

（目 的）

第 1条 この内規は、 東北学院大学樽物館管理運宮規程（平成21

（入館料）

年4月1日制定第 7号）第 4条の規定に基づき、東北学

院大学博物館の入館料に閃し必要な事項を定めること

を目的とする。

第2条 入館料は、 入館者1人につぎ200円とする。

（入館料の免除）

第 3 条 前条の規定にかかわらず、 次の各号のいずれかに該当

する場合は、 人館料を免除する。

( 1) 教職員証又は学生証を提示した学校法人東北学院の役

員、 教職員、 学牛 、 生徒及び園児

( 2) 学校法人東北学院旧役員及び旧教職員

(3 ) ホ ー ムカミング ・ デー 等の館長が定める行事日に入館

する大学和］窓生

(4 ) 未就学児

(5) 小学校の児童 、 中学校、 高等学校、 中等教育学校の生徒

及び闘等専門学校の学生が学生祉等を提示した場合

( 6 ) 人館時に年齢を確認できる証明書を提示した65歳以上

の者

(7) 身休障害者手観等を提示した障害者甚本怯に定める障

害者と介護者1 名

( 8 )  会員証を提示した日本博物館協会· 1 COMの会貝証

を持っている者

( 9 )  その他東北学院大学博物賄長（以下「館長」という。）

が特に人館料の免除を許可した者

（改 廃）

第4条 この内規の改廃は、 東北学院人学博物館運常委員会の議

を経て学長が行い、 常務理事会に報告するものとする。

2 館長は、 この内規の改1発が行われた場合、 その内容を教授

会に報岩しなければならない。

附 則

この内規は、 平成21 (2009)年11月1日から施行する。

附 則（平成28 年3月9 日改正第44号）

この内規は、 平成28 (2016)年3月9日から施行する。
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一

実 RESULT 

東北学院大学博物館入館者数一覧門貫古前年比施設見学の中・高校一覧

月 開館日数 有料入館者数 無料入館者数 小計 開館からの延べ人魏 学校名 月 日 人 数

4 25 18 99 117 10,034 1 仙台高校2年 4 月21日（木） 81 

5 23 6 191 197 10,231 
2 石巻市立渡波中学校2年 4 月27日（水） ，

3 石巻市立河北中学校 5 月 9 日（月） 5 
6 26 4 400 404 10,635 4 室蘭中学校2年 5 月 9 日（月） 6 
7 25 12 226 238 10,873 
8 21 8 34 42 10, 915 

5 石巻市立飯野川中学校2年 5 月19日（木） 2 
6 福島県相馬東高校1年 5 月26日（木） 84 
7 山形県羽黒局校2年 6 月 7 日（火） 52 

， 23 14 26 40 10,955 8 福島県船引向校3年 6 月 8 日（水） 30 

10 26 12 471 483 11,438 ， 山形県九里学園蘭校2年 6 月10日（金） 17 
10 罪ウルスラ学院英智両校1年 6 月23日（木） 27 

11 24 29 263 292 11,730 11 郡山市立日和田中学校2年 6 月30日（木） 16 
12 23 12 29 41 11,771 
1 23 7 6 13 11, 784 

12 福島県立新地局校2年 7 月 1 日（金） 8 
13 宮城広瀬高校1年 7 月 5日（火） 42 
14 白石市立福岡中学校3年 7 月 6 日（水） 15 

2 21 8 14 22 11,806 15 東北生活文化大学蘭校2年 7 月14日（木） 85 

3 22 10 134 144 11,950 16 山形県立新庄東高校1年 7 月14日（木） 42 
17 向山閲校2, 3年生 7 月19日（火） 18 

合計 282 140 1, 893 2,033 
(+ 12) (-147) (-135) 

18 向山納校2年 7 月27日（水） 4 
19 盛岡大学附属局校2年 8 月 2 日（火） 19 
20 小牛田農林高校1年 9 月 5 日（月） 41 
21 本吉響高校1年 9 月 7 日（水） 5 

無料開館日入館者数 22 山形県立村山産業閻校2年 10月13日（木） 37 
23 八戸工業大学第一 納校2年 10月13日（木） ，

1 創立記念日 5 月14日 （土） 1名 24 常盤木学関高校2年 10月14日（金） 15 
2 学部オ ー プンキャンパス 6 月25日 （土） 235名(+ 122) 
3 大学祭 10月14日（金）～16日（日）137名(+16) 

25 花巻南局校2年 10月18日（火） 124 
26 東北学院中学校3年 10月19日（水） 79 
27 福島県立小蘭簡業綺校1年 10月21日（金） 61 

4 東北文化の日 10月29日 （土） 6名 28 新庄市立新庄中学校3年 11月 1 日（火） 16 

5 冬のオ ー プンキャンパス 12月 3 日 （土） 9名 29 福島県立安逹高校1年 11月 2 日（水） 92 
30 山形県最上町立最上中翠校3年 11月11日（金） 7 

6 公開クリスマス 12月16日 （金） 3名 31 山形県立村山産業灼校2年 11月15日（火） 37 
7 卒業式 3 月23日 （木） 3名 32 松島蘭校1年 11月16日（水） 47 

33 山形県山本学圏灼校 11月21日（月） 4 

授業等での博物館利用人数
件数（土0) 1, 136 

(+ 313) 

月 授業 人数 研究会 人数 資料整理 人数 利用回数 総人数 団体見学
4 3 30 
5 10 79 
6 8 74 
7 15 203 
8 1 6 
， 4 65 
10 5 78 
11 7 76 
12 7 79 
1 2 21 
2 3 23 
3 ゜ ゜

計
65 734 

゜ ゜ ゜
(-13) (-33) 

3 30 
10 79 
8 74 

15 203 
1 6 
4 65 
5 78 
7 76 
7 79 
2 21 
3 23 
゜ ゜

゜ 65 734 

1. 5月21日（土）
宮城県文化財友の会

79 名
2. 7月29日（金）

福島南高校父母教師会
17名

3.1 1月5日（土）
文化財公開の日 仙台市見学会

42名
4 .  3月 31日（金）

学都仙台バスツア ー

92名
見学者数 230名
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Re_eort 2016 

東北学院大学博物館運営委員会の開催

東北学院大学t専物館運営委員会は、 第一回を平成28

年5月19日（木）（8号館第2会議室）、 第二回を平成

28年11月24日（木）（5号館第3会議室）に開催した。

第一回委員会の議題は、 平成28年度事業
計

計画（案）

について•平成28年度学芸研究員採用（案）について ・

平成28年度無料開館日（案）について等であった。 第

二回委員会の議題は、 平成29年度事業計画（案）につ

いて • 平成29年度予算（案）について等であった。

平成28年度拇物館運噛委員会委員名簿

博物館長 辻 秀人（文学部歴史学科教授）

文 学 部長 村野井 仁（文学部英文学科教授）

学務部長 千槃 昭彦（ 経済学部経済学科教授）

図書館長 佐癒 義則（文学部歴史学科教授）

総務部長 菊地 祐一

歴史学科長 政岡 伸洋（文学部歴史学科教授）

経 済 学 部 仁昌寺正一 （ 経済学部経済学科教授）

工 学 部 櫻井 一弥（工学部環境建設工学科教授）

教 養学部 津上 誡（教養学部言語文化学科教授）

職員紹介

館 長 辻 秀人 文学部歴史学科教授

学 芸 員 加藤 幸治 文学部歴史学科教授

事 務職貝 及川 純一 研究機関事務課係長

学芸研究員 熊谷 明希 大学院文学研究科アジア文化史専攻t専士後期諜程

遠藤 健I吾 大学院文学研究科アジア文化史専攻博士後期課程

安保 智 大学院文学研究科アジア文化史専攻博士前期課程

砂金 春奈 大学院文学研究科アジア文化史専攻博士前期課程

佐藤 由治 大学院文学研究科アジア文化史専攻博士前期課程

相川ひとみ 大学院文学研究科アジア文化史専攻博士前期課程

鈴木 春菜 大学院文学研究科アジア文化史専攻博士前期課程

真柄 侑 大学院文学研究科アジア文化史専攻博士前期課程

交通案内 ●地下鉄「五橋駅」下車、

愛宕上杉通を南方向に徒歩5分
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